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1　は　じ　め　に

無代かきの直播や不耕起移植などの代かきを省略した省

力栽培では圃場の排水性が良好になるため，湛水処理をす

る一般の除草剤ではその効果を十分に尭拝できず問題となっ

ている。また，北東北に位置する秋田県ではノビ工に対す

る除草効果は，これまでの除草剤では棄齢で2．5菓までで

あり，3糞以上で効果の高い除草剤が要望されている。

そこで、3棄以上のノビ工に対してDEH・BAS乳

（ME），DEH－112－1kg粒の除草効果，水稲に対する薬害や

収量への影響を検討したので報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験年次：1994年

（2）供試薬剤

供試薬剤の特性を表1に示した。

表1　供試薬剤の特性

薬　　 剤　　 名 成　　 分 （％ ）

D E H ・B A S 乳 （M E ） D E H － 1 12 3 ．0

ベ ンタ ゾ ン 2 0 ．0

D E H － 1 12 － 1 kg拉 D E H － 1 12 18 ．0

（3）試験区の構成

試験区の構成を表2に示した。

表2　試験区の構成

薬　　 剤　　 名
処理時期 処 理 量 処理時の

（月／ 日） （a 当 り） 水深（Ⅷ）

D E H ・B A S 乳（M E ） 6／15 100 ml♯ 0～1

D E H －112－1kg粒 6／15 100 g 4～5

注．※：100倍に希釈して，散布

（4）耕　起　5月9日

（5）代かき　5月16日

（6）施肥　基肥　0．7kg／a（N・P205・K20）

追肥　幼穂形成期・減数分裂期

各0．2厄／a

（7）供試苗　中苗

（8）供試品種　あきたこまち

3　試験結果及び考案

薬剤の処理時期と種類が除草効果や水稲の生育，収量に

及ぼす影響を表3，表4に示した。

（1）ノビ工の発生状況

薬剤を処理した時期（6月15日）において，ノビ工の生

育は3薫から5薫に適しており，一部で分げっを開始した

個体もみられた。また，発生量はポ当たり128本であった。

（2）除草効果

DEH・BAS乳（ME）、DEH－112－1kg粒共に処理後3

日程度で除草効果が認められ、完全枯死まで9～10日を要

した。DEH・BAS乳（ME）については，ノビ工の彙齢

が3～5葉に対しては非常に高い除草効果を示したが，5

薫を超えて分げっを開始したものについては枯死には至ら

なかった。DEH－112－1kg粒については，3葉までのノビ

工に対しては高い除草効果を示したが，3糞を超えたもめ

に対しては除草効果がやや劣った。

（3）水稲への薬害程度

DEH・BAS乳（ME），DEH－112－1kg粒ともに水稲に

対する薬害は見られず，有効成分DEH－112のイネーノビ

エ間の選択性が非常に高いことが明らかであった。7月11

日の生育調査では，草丈，茎数ともに試験区間でかなりば

らつきが見られたが，これは試験区間で土壌肥沃度の違い

や肥料ムラが影響したものと思われる。

表3　薬剤の処理時期が除草効果に及ぼす影響

薬　 剤　 名

処理時期 処　 理　 量
除草効果★

水稲への
ノ
ビ
エ

そ
の
他

総

計

（ノビ工
費齢）

（薬剤量／

希釈水量）

薬報度

DEH ・BASa（M E）

3斐 100ml／10 g ◎ ◎ ◎ 無

4 100ml／10 g ◎ ◎ ◎ 無

5 100ml／10 g ◎ ◎ ◎ 無

DEH－112－1k澱

3葉 100 g ◎ ○ 無

4 100 g ○ ○ 無

5 100 g ○ ○ 無

注．※：除草効果　◎：極大（対無除草区比0－10％）
○：大（11～20％）　一二対象外
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表4　薬剤の処理が生育及び収量に及ぼす影響

処理時期

垂‾　　 育　　 調　　 査

7　月 11 日 l 出穂期

（月／日）

穂 数

（本／ポ）

成熟期

（月／日）
草　 丈

（皿）

茎　 数

（本／ポ）

収量調査

全　 垂

（短／a）

㌻‾　6／15 49．7 637 8／4 498 9／21 156．3

6／15 60．5 538 8／4 471 1 9／21 144．3

薬　　剤　　名 玄米垂
（kg／a）

DEH・BAS乳（ME）
DEH－112「－1kg粒

（4）収量への影響

全重，玄米重に対して薬剤の影響は認められなかった。

4　ま　と　め

DEH・BAS乳（ME），DEHr112－1kg粒は，ノビ工へ

の移行が速く，効果的な除草が可能である。除草剤の処理

時期は5葉までのノビ工に対してはDEH・BAS乳（ME）．

3糞までのノビ工に対してはDEH－112－1kg粒が有効であ

る。特に，直格や省力移植栽培などで排水が良好になる圃

場条件においては，落水処理をするDEH・BAS乳（ME）

が有効であると思われる。

今後は．これまでの除草剤とは殺草メカニズムが異なる

有効成分DEH－112】）の，処理時期，除草体系について検

討が必要である。また，DEH－112を混合母剤とした除草

剤が開発されていることからそれらの剤についても除草効

果を検討していく必要がある。
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